食卓の周辺
　
　新年を迎えたと思いましたら、あっという間に、２月になりました。
　わが家のモチノキの大木には、今年も真っ赤な実がたくさんついていましたが、小鳥が群れを成して襲来。あっという間に全部食べてしまいました。

　小鳥が落とした葉っぱと糞が家の前の道路に散らばっていますので、それを掃くのが日課となっています。

　昨年４月の地震で傷んだわが家の修理は終わりましたが、おむかえの家は取り壊されました。新しく新築されるとのこと。そのお隣も近いうちに二世帯住宅に建て変えられるとのこと。道路には、ひび割れが走っており、当時の地震の激しさを物語っています。

＊

　２月11日（祝）は、例年開催している、「九州沖縄交流会世話人会」を我が家で開催する予定でしたが、寒波到来の予報で、九州各県から訪れる皆さんの交通事情を考え、延期しました。

　次回は、３月19日（日）に。２月10日は、その連絡を九州各県の世話人代表にお電話で伝えることに終われる一日でした。皆さんお忙しいようでお留守の方が多く。
＊

　「昔話を楽しむ九州沖縄交流会」は、おかげさまで、昨年、佐賀県で30回を迎えることができました。九州沖縄各県の世話人の皆様方のお力添えのお蔭です。30年間続いたことは素晴らしいことだと皆さんがおっしゃいます。私自身は、30年という年月を感じておりません。
あっと言う間に過ぎた感じですが九州・沖縄各県を訪れた、それぞれの思い出は尽きません。

佐賀県の世話人の方々が、30年間の記念誌を只今編集してくださっています。

２０１７年度からは、新たに「『お話』から『子どもの本』へ」のタイトルで、熊本からスタートすることになっていますが、これからのことについては、３月19日の世話人会で話し合うことにしております。
　各県の世話人の方も高齢化。30数年前、交流会を立ち上げた頃とは、社会・文化の状況も変わりました。
交流会発足当時、文化活動が地域でも盛んでした。最近は、一員として参加はするが、お世話はできないという方が多いのです。
お若い方が、文化活動をつないでくださることを願っております。

＊

友人に誘われて、２月14日、映画館で『沈黙』を観ました。劇場で映画を見るのは、久し振りでした。遠藤周作の『沈黙』を本で読みなおそうと思っているところです。映画館を出てから遅い昼食。遅く起きたので、朝食は、映画を見る前に、一人、ロビーでポテトとコーヒーの軽食を。
昼食には、２食分を食べたので、連れの友人は私の大食に驚いたことでしょう。何もおっしゃいませんでしたが。「私、大食なの」と言いましたら、「食べることは元気のもとだから」と。
別れてから、自分の大食に、我ながら恥ずかしくなりました。

こんなわけで、勿論、夕食は欲しくなく、焼酎のお湯割りをコップ一杯。

＊

15日～17日の夜は、保育士さん方のお話のお勉強会「ぐるんぱお話会」を我が家で。

３月12日には、熊本県交流会館パレアで、一年間のお話の発表会を行いますので、今月は、その仕上げです。
若い保育士さん方が、職場で、園児に語り、将来は、わが子にもお話を語り、こうして、お話が広がっていくのを嬉しく思っております。現在語り手は、35名。

午前の部

1 小道具・幼い子の部屋　

2 わらべうたの部屋
午後の部

1 小道具・幼い子の部屋

2 わらべうたの部屋

3 高学年の部屋

の５部屋に分かれて、絵本の読み聞かせやパネルシアターや語りをいたします。

会員の方は、お友達を誘ってお子様とご一緒にお出かけくださいませんか。

　　　　　　　　　　　（横田幸子）
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